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自然言語処理(NLP)の近年の動き

※本セクションではAI技術の専門用語を使用しています。ChatGPTが誕生するまでの歴史的経緯の説明で
すので、ご興味のある方以外スキップしていただいて問題ありません。
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自然言語処理(NLP)の進歩

よりよい言語モデルへの四つの課題

文脈の正確な把握

学習の効率化

様々なタスク対応

アラインメント
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ひとことで言うと

モデル活用

時系列処理による
文脈把握

時系列処理から
Attentionへ

大幅な
学習効率化

Transformerの
飛躍

大規模学習データ
と高性能計算パ
ワーの投入

アラインメ
ント

精度向上

事前学習モデル＋ﾌｧｲﾝﾁｭｰﾆﾝｸﾞ学習データ毎のタスク特化モデル

文章中の離れた位置にある単語との関わりが薄れる

時系列処理のため、並列計算による学習効率化が難しい
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NLP以外の主な出来事
ImageNetでAlexNetが
トップに(2012)

AlphaGOが李世石（イ・
セドル）に勝利 (2016)

DALLE-2, Stable Diffusion, Midjourney など
高精細な画像生成モデルが登場 (2022)
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アラインメント
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堅牢性 安全性

有害性公平性

• 価値観のバイアスを完全に排除する
事は不可能

• 出力の安全性の確認が必要
• 誰でも自由に使えるシステムはリス
クが大きい

• 誤情報の提供
• 差別的な態度の助長
• 個人の苦痛
• 暴力の扇動
• 身体的障害、財産的損傷、環境破壊

• 文脈に無関係なテキストの生成する
など堅牢性に対する課題の克服

• 入力コンテキストは非常に重要
• 人間による監視の推奨
• 継続的なテストが重要

• さまざまなバイアスにより公平性の
確保は非常に困難

• 公平性のリスク把握が必要
• 出力フィルタで攻撃的な出力のリス
クを軽減させる

• アラインメントは、人間の希望や価値観に合致するように、AIモデルの目的や意図を改善す
ること。

大規模自然言語モデルの安全性とリスク（2020年)
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ChatGPT
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※ https://openai.com/blog/how-should-ai-systems-behaveより引用

アラインメント精度を徹底
的に最大化するよう学習

ローカルデータでのファイン
チューニングも視野に入っている

https://openai.com/blog/how-should-ai-systems-behave
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OpenAIについて
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OpenAIとは (https://note.com/api/v2/attachments/download/1f4006c34f63b995df150359b9a1b5c5)
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⚫ 使命
◦ OpenAIの使命は、汎用人工知能（AGI）が人類全体に利益をもたらすことを確実にする
こと。

⚫ 7年前に非営利団体として設立

⚫ 4年前に気づく：純粋な非営利では不十分
◦ 開発には膨大な計算リソースと最高峰の人材が必要

◦ 資金調達のため「利益上限つき（capped-profit）」営利法人を設立

⚫ 社会的使命の維持
◦ 営利法人は非営利団体によって管理される

◦ 非営利団体の理事会は過半数が独立している

◦ 社会的使命が他のあらゆる考慮事項よりも優先される

https://note.com/api/v2/attachments/download/1f4006c34f63b995df150359b9a1b5c5
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OpenAI沿革

9



©Macnica,Inc.

OpenAI Charter要約 (Published April 9, 2018)
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https://openai.com/charter

https://openai.com/charter
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ChatGPT業務活用アイデア
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ChatGPTの今の制約を認識しておく
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1. 今現在の入力情報はテキストのみ

2. トレーニングデータは2021年9月までのものを使用している
• 最新情報に関して問いかけても答えを返せない

• Plug-In により活用の幅を広げることができる

ChatGPT

テキスト

画像 一般公開は未だ

テキスト
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ChatGPTの今の制約を認識しておく
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3. 受け答えテキストの長さに制限がある

4. コスト

モデル 最大トークン数（質問と回答の合計）

GPT-4 8,192 tokens

GPT-4-32k 32,768 tokens

GPT-3.5-turbo 4,096 tokens

※トークン数：英語は約0.75 word/token  日本語は文字数よりも多い。

モデル 利用料金

GUI  ChatGPT 無償

GUI  ChatGPT Plus 月額 $20

API  GPT-4 Prompt: $0.03 / 1K tokens      Completion: $0.06 / 1K tokens

API  GPT-4-32k Prompt: $0.06 / 1K tokens      Completion: $0.12 / 1K tokens

API  GPT-3.5-turbo $0.002 / 1K tokens

APIコスト試算
GPT-4-32ｋを使い 100名が毎日10の質問をすると仮定。

質問と回答の平均長想定
質問：400 tokens
回答：1000 tokens

1文字1 token と換算すると
質問token数：100 * 10 * 400 = 400,000 tokens
回答token数：100 * 10 * 1000 = 1,000,000 tokens

質問コスト/日：400,000 / 1000 * $0.06 = $24
回答コスト/日：1,000,000 / 1000 * $0.12 = $120
Total コスト/日：$144

月間20日の利用コスト($)：$144 * 20 = $2880
月間20日の利用コスト(¥)：$2880 * ¥132 = ¥380,160

※API利用時の設定可能最大トークン。
※ChatGPTの公開サイトの設定は 4096 か？会話履歴も考慮
されている。

「トークン」とは、ChatGPTが会話の
一部として解釈する最小の単位のこと
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ChatGPT Plug-In の活用
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ChatGPT Plug-In の活用により、よりパワフルな使い方が可能になる。

（例）Web Browsing Plugin による検索情報の活用
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業務活用シーン
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個々人の業務での活用
（ナレッジアシスタントとしての活用）

組織的な取り組みでの活用

ChatGPT ChatGPT
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個々人の業務での活用アイデア（ナレッジアシスタントとしての活用）
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⚫ 調べ事、悩み事相談

⚫ プログラミング

⚫ ブログ作成

⚫ キャッチコピー作成

⚫ メールなどの文章推敲、添削

⚫ 文章要約

⚫ ドキュメントテキストからの情報抽出

⚫ 面接インタビュー項目作成

⚫ Excel関数の質問

⚫ プレゼンシナリオ作成

⚫ ソクラテス式問答法による壁打ち

使い方は無限にあります。
まずは、各々の業務におけ
る課題への活用から考えて
いくのが良いと思います。

利用ルールの一例
1. 個人情報、機密情報は入力しない
2. 誤った回答をする場合があるので、回答

を鵜呑みにしない。
3. 回答を何かに利用する場合は、利用者の

責任において利用する。
4. 倫理観を持った活用をする。（モラル、

良心に反することをしない）
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調べ事、悩み事相談（１）
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半導体の歴史について尋ねる
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調べ事、悩み事相談（２）
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組織作りで重要なことは何か
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プログラミング
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JavaScriptとHTMLでコードを書く
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ブログ作成（１）
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シンギュラリティの入り口
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ブログ作成（２）
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新商品紹介の留意点
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キャッチコピー作成（１）

27

半導体セミナーのキャッチコピー
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キャッチコピー作成（２）
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キャッチコピーの評価
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メールなどの文章推敲、添削（１）
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仕入れ先へのサポート依頼メール
（英文）の手直し
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メールなどの文章推敲、添削（２）
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セミナー参加お礼メール（日本語）
の手直し
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文章要約（１）
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論文（英文）Abstractを小学生でも
分かるように、日本語で要約
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文章要約（２）
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ヒンディー語ニュース記事の日本語
での要約
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ドキュメントテキストからの情報抽出（１）

39

半導体データシートからの仕様抽出
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ドキュメントテキストからの情報抽出（２）

41

半導体データシートに記載の仕様確認
一問一答
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面接インタビュー項目作成（１）
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面接官からの質問内容と姿勢について
聞く
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面接インタビュー項目作成（２）
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面接シミュレーション



©Macnica,Inc. 46



©Macnica,Inc.

Excel関数の質問（１）

47

姓と名を分ける関数
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Excel関数の質問（２）
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ChatGPTを関数で呼び出す方法



©Macnica,Inc. 50



©Macnica,Inc.

プレゼンシナリオ作成（１）

51

新商品紹介プレゼンの骨子
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プレゼンシナリオ作成（２）
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一般人向け量子コンピュータプレゼン
のシナリオ
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ソクラテス式問答法による壁打ち
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サービス開発の必須条件について壁打ち
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組織的な取り組みでの活用アイデア
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⚫ 社内活用
◦ ChatGPTのユーザとしての取り組み。社内業務変革。

̵ 技術サポート業務への活用

̵ ヘルプデスクサポートへの活用

̵ 社内人事総務系問い合わせへの活用

̵ 契約書一次チェックシステムの構築

̵ 間接的に会社の発展に寄与するアイデア活用

⚫ サービスソリューション開発
◦ 自社の価値をChatGPTを使って引き出す取り組み

̵ 自社しか持ちえないデータ、知見、ノウハウを利活用するサービス

̵ Visual Input の活用を視野に入れたソリューション開発
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（参考）Visual Input の例 (https://arxiv.org/abs/2303.08774)

58

https://arxiv.org/abs/2303.08774
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（参考）Visual Input の例 (https://arxiv.org/abs/2303.08774)

https://arxiv.org/abs/2303.08774
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https://note.com/api/v2/attachments/download/1f4006c
34f63b995df150359b9a1b5c5
P.22

OpenAI CEO 来日時の資料より抜粋

（参考）Visual Input の例 (https://arxiv.org/abs/2303.08774)

https://note.com/api/v2/attachments/download/1f4006c34f63b995df150359b9a1b5c5
https://arxiv.org/abs/2303.08774
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ChatGPTのリスク
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リスク
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⚫ 間違える場合がある

⚫ 「脱獄」による使用ガイドラインに違反するコンテンツ生成
（例：マルウェア生成）

⚫ 影響操作（例：フェイクニュースの発信）

⚫ 教育現場での懸念（教育への悪影響）

⚫ システムの堅牢性（ときどき使えない事がある。最近は安定している。）

⚫ 入力データの取り扱い（https://openai.com/policies/terms-of-use）

◦ API利用

̵ API経由で入力されたデータはトレーニングに再利用しない
https://openai.com/policies/api-data-usage-policies

̵ しかし、30日間保持される。

◦ ChatGPT
̵ トレーニングへの再利用をするかしないかを選択できる。

̵ チャットの内容が OpenAI 社によってレビューされる

https://openai.com/policies/terms-of-use
https://openai.com/policies/api-data-usage-policies


©Macnica,Inc.

リスク対策
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リスク 対策・緩和策

間違える場合がある OpenAIによる精度向上

「脱獄」による使用ガイドラインに
違反するコンテンツ生成

OpenAIによるモデルに対する継続的な施策

影響操作
OpenAI、政府、プロバイダー、プラットフォーム提供
者など様々な関係者の協力（次スライド）

教育現場での懸念 政府、教育機関によるルール作り

システムの堅牢性 OpenAIによるモデル堅牢性の向上

入力データの取り扱い
データの機微性と用途に応じたユーザ側の対応
個人情報や機密情報の扱いに関する規制作り
OpenAIのセキュリティ対策
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影響操作の緩和策
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宣伝者が必要とするもの 介入の段階 例示的な緩和策

1.現実的なテキストを生成できる言語モデル モデルの設計と構築

AI開発者がよりファクトセンシティブなモデルを構築

する
生成モデルが生成した出力を検出可能にする
政府がデータ収集に制限を課す
政府がAIハードウェアにアクセス制御を課す

2.そのようなモデルへの信頼できるアクセス モデルアクセス
AIプロバイダーが言語モデルの使用制限を強化する
AI開発者がモデルリリースに関する新しい規範を作る

3.生成されたコンテンツを配布するためのイン

フラストラクチャ
コンテンツの配布

プラットフォーム提供者とAIプロバイダーが連携して

AIが生成したコンテンツを特定
プラットフォームから投稿する際に「人物であること

の証明」を必要とする
公開入力に依存するエンティティは、誤解を招くAIコ

ンテンツの露出を減らすための措置を講じる
デジタル・プロベナンス・スタンダードを広く採用す

る
4.影響を受けやすいターゲット層

信念形成

教育機関がメディア・リテラシー・キャンペーンを行

う
開発者が消費者向けのAIツールを提供する

「Generative Language Models and Automated Influence Operations: Emerging Threats and Potential Mitigations」https://arxiv.org/abs/2301.04246
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パラダイムシフトに立ち向かうための新戦略
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最近の動き
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⚫ イーロン・マスク「TruthGPT」の開発を発表（4/18）

◦ https://techcrunch.com/2023/04/18/elon-musk-wants-to-develop-truthgpt-a-maximum-truth-seeking-ai/

⚫ 中国、対話AIの規制案公表 管理責任明記（4/11）

◦ https://www.jiji.com/jc/article?k=2023041100910&g=int

⚫ OpenAI CEO 岸田総理と面会、日本対応強化を提案（4/10）

◦ https://note.com/akihisa_shiozaki/n/n4c126c27fd3d

⚫ 中国でも対話型AIソフトの開発競争激しく（4/10）

◦ https://www.hokkoku.co.jp/articles/-/1038547

⚫ EU諸国でChatGPT利用規制の動き（4/5）

◦ https://gigazine.net/news/20230405-openai-geoblocks-chatgpt-germany/

⚫ 東京大学が見解（4/3）ルビコン川を渡ったかもしれない

◦ https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/docs/20230403-generative-ai

⚫ イタリアでChatGPTを一時的に使用禁止に（3/30）

◦ https://www.reuters.com/technology/germany-principle-could-block-chat-gpt-if-needed-data-protection-
chief-2023-04-03/

⚫ GPT-4以上のAI開発停止を求める公開書簡（3/22）

◦ https://www.businessinsider.jp/post-267633

https://techcrunch.com/2023/04/18/elon-musk-wants-to-develop-truthgpt-a-maximum-truth-seeking-ai/
https://www.jiji.com/jc/article?k=2023041100910&g=int
https://note.com/akihisa_shiozaki/n/n4c126c27fd3d
https://www.hokkoku.co.jp/articles/-/1038547
https://gigazine.net/news/20230405-openai-geoblocks-chatgpt-germany/
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/docs/20230403-generative-ai
https://www.reuters.com/technology/germany-principle-could-block-chat-gpt-if-needed-data-protection-chief-2023-04-03/
https://www.businessinsider.jp/post-267633
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目先の新戦略
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• このパラダイムシフトによって今後変化する我々の業務を洗い出す
• そして、先手を打つ
• 受け入れて変化させてみる

• このパラダイムシフトによって今後変化する同業界の業務を洗い出す
• そして、変化の先頭に立ち、
• 最先端のその先にある技と知を探索し、未来を描き、今を創る。

社内変革

ソリューション開発

数ヶ月先が読めない世の中になっています。動向の継続的なウォッチと戦略の適宜見直
しが不可欠と考えます。

動向の継続ウォッチと戦略の適宜確認
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忘れてはならない大原則
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⚫ 人間が主でありAIは従であることを忘れない。

⚫ AIに使われるのではなく、人間がAIを社会、企業、個人のために使う。

⚫ 人間の責任においてAIのアウトプットを利用する

⚫ 物事には光と影がある。光の輝きが強いほどその影もまた深い。
人間の責任において誤った使い方をしない。
原子力エネルギーは人間が発見し活用したが、使い方を誤り多くの命を奪っ
た。
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ご清聴ありがとうございました。


